
志布志港での取り組み

１）農水産物の小口混載輸出スキーム構築

２）志布志港をもりあげる会
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自己紹介

経歴）
1986年志布志港開港となる年から東洋埠頭㈱志布志支店で港湾
物流会社に勤務、倉庫営業、船舶代理店、通関士、管理職とし
て従事しました。
2013年株式会社山下回漕店に移籍、〃社で代表取締役を7年勤
め、顧問として2022年まで勤務、2023年イーキューワールド
ワイド株式会社顧問として従事しています。1958年生れ、現在
64歳です。



志布志港のご紹介

志布志港とは、どんな港？

港のＰＲ動画をご覧ください



志布志港のコンテナ航路 九州地方整備局資料から



志布志港の貨物の動き 九州地方整備局資料より



志布志港の活性化へ向けての課題（ソフト面）

・後背地の一次産業生産品（農畜産物、養殖水産物等）の生産
数量は多い。国内主要都市への陸上輸送、フェリー輸送で加
工工場へ出荷されています。

・地域で生産された付加価値のついた一部貨物も都市圏へ移送
されている。

・海外市場へ輸出される小口の農水産物、その加工品も都市
圏の港湾へ移送されている。

・志布志港から海外へ直接輸送できる仕組みが地域生産者の
人へ周知されていない。
・地域生産者が貿易に積極的に携わっていない。
・地域の物流業者が一致した方向性で動いていない。



志布志港の抱える課題（港湾機能）
・輸入過多であり、１st寄港地としての航路上にあり、輸出
に対してはどうしても不利である。

・コンテナ航路は世界につながるが、小口混載輸送として
のスキームがなく、フルコンテナでの対応しかできなかっ
た。

・農水産物に対応するリーファーコンテナの供給に不便で
あ る。

・志布志港特有の貨物（飼料関係）に応じた施設となって
い ることから農水産食品対応型の倉庫がすくない。



今後の物流の課題
・トラックドライバー労働時間規制（2024年問題）の
施行
・環境問題に対するCＯ2削減活動への取り組み
・燃料単価の高騰による運送業者への負担増加
・地方港湾における人手不足
・地方港湾のシステム化の遅れ



そこで港の活性化を考える協議

・志布志港の後背地に控える農水産物を志布志
港を使って外へ出すスキームを構築しよう。

・志布志港に拠点を構える通関業者と度重なる
検討会を開催。

・志布志港から、後背地の生産品を積み出しし
ていく目標は業者で意見が一致をしている。
・将来の物流の抱える問題に対処しよう。



小口混載輸送のスキームを開始した

・農水産物は、東南アジア特に香港・シンガポール、台湾の
ニーズが多く、ビジネスの最初から大口は少ない。
・小口輸送ができなければ、小口も含め大口も主要港へ流れて
志布志港としては輸入過多で終わってしまう。

・生産地から主要港への国内ルートが固定化してしまうと地方
港から輸出していく動きが失しなわれていく。

・地域の生産者、メーカーさんの海外販路へ物流として支援で
きる。

・生産地から近い港湾を使うことにより、将来的な物流問題、
物流費削減に対応できる。



国際複合輸送会社（ＮＶＯＣＣ）
イーキューワールドワイド株式会社

www.ecuworldwide.co.jp
で志布志港からの小口混載サービスを開始した

・ドライ貨物であれば、志布志港から世界160ヶ国へ小口混
載輸送を開始！（2022.5月～）

・冷凍貨物を志布志港から直接香港、シンガポール向けに
小口混載輸送サービスを開始！（2022.07月～）

http://www.ecuworldwide.co.jp


志布志港へ農水産物を集めること
・志布志港を農水産物輸出拠点とするためには、民間
業者単独ではまずできない。

・地方港に拠点のある港湾業者も地域性から見て、今
後の課題はどの業者も共通してかかえている。
・その課題を克服するために、港湾業者が参集して”志
布志港をもりあげる会”を設立した。
・また、港湾は民間だけでは活性化できないことから
行政も同じ目標の上で官民一体となり農水産物輸出
促進協議会を設立し、現在活動中。



志布志港での冷凍小口混載作業風景（2022.09）



九州で博多港に次いで2例目としてプレスで紹介



志布志港を農畜水産物輸出拠点とし
て目指すべく、課題は多くあります
が地方港活性化のため取り組んでい
ます。

ご清聴ありがとうございました。


